
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

システム情報工学研究群社会工学学位プログラム
社会人特別選抜対象

地域未来創生教育コース

カリキュラム・入学試験・
履修方法・経済支援

2020年4月

筑波大学システム情報系

吉瀬章子

1



社会連携講座「地域未来創生教育」
日本の原風景×Society5.0 で

持続性ある地域の未来を創生できるグローバル人材の育成
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地域未来創生教育とは？

「地域未来創生＝

地域におけるイノベーション創出のための人・知・資金

の好循環システムの構築」

少子高齢化、自然災害、エネルギー制約等の地域の困難な
課題を解決する手段として

自動運転・ロボティクス・燃料電池・知能化技術の急速な
進展を活用しながら

「地域未来創生」を通して世界を先導できる人材を育成す
る、新時代の教育プログラム

➡「超スマート社会」（Society 5.0）の実現に貢献
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カリキュラム概要
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入試

社会工学学位プログラム 社会人特別選抜 募集要項 参照
http://www.ap-graduate.tsukuba.ac.jp/course/sie/first/6_screening/

スクリーンショット 2017日程-05-01 11.26.0

面接（日本語・英語両方可）による評価

社会人特別選抜基準
での評価
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8月21日（金）

2月2日（金）



履修方法

6

科目区分 必修科目 単位 選択科目 単位

大学院共通科目
学術院共通専門基礎科目

専門基
礎科目

 左記区分科目
から選択

2単位以上

研究群共通科目群

専門基
礎科目

 モビリティ・イノベーションの社会応用
（週1回×10週）

 ブロックチェーン技術と地域未来創生
（土日集中）

4

 社工関連科目
以外

 社工関連科目 6単位以上

専門
科目

 社工関連科目 0～

学位プログラム科目群

専門基
礎科目

 地域未来創生概論
 地域未来創生アクティブラーニングⅠ
 地域未来創生アクティブラーニングⅡ
 地域未来創生アクティブラーニングⅢ

（集中）

8  社工関連科目 0～

専門
科目

 社会工学修士基礎演習Ⅰ
 社会工学修士基礎演習Ⅱ
 社会工学修士特別演習Ⅰ
 社会工学修士特別演習Ⅱ
 社会工学修士特別研究Ⅰ
 社会工学修士特別研究Ⅱ

12  社工関連科目 0～

総修得単位数 必修科目 24単位 選択科目
上記合計

12以上

修
論
科
目

授業に出席できない場合は教員にご連絡ください。録画して後日視聴できます。



経済支援

経済支援１

コース履修者は研究奨励金に応募することができます。

（１）対象者：「地域未来創生教育コース」を履修し、

勤務先の了解を得て応募した者

（２）種 別：研究奨励金（地域未来創生共同研究奨励金）

（３）支給額 ：月額50,000円（年額600,000円）

（４）支給時期：毎月（ただし、毎年４月から６月分は7月に一括支給）

（５）支給期間：２年間まで

定期的に研究報告をして頂き、継続の可否を確認します。
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経済支援

経済支援２

コース履修者は厚労省専門実践教育訓練給付金に申請できます。

https://www.mhlw.go.jp/content/11804000/000534908.pdf

https://www.mhlw.go.jp/content/000571214.pdf

（１）対象者：「地域未来創生教育コース」を履修し、

雇用保険の被保険者など一定の条件を満たす者

（２）種 別：専門実践教育給付金

（３）支給額 ：本人が支払った受講費用の50％（上限年間40万円）

（４）支給時期：6か月ごと

（５）支給期間：受講期間
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経済支援

【参考】2020年度入学者の奨励金と給付金の計算

C=MAX(A－B,0)*0.5 （半期ごとに負担額の5割を給付）

厚労省返還＝Cの総額－MAX(Aの総額－Bの総額,0)*0.7

（負担額の総額の7割を超えた給付金は返還）
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2年間の負担額



より詳しくは

yoshise@sk.tsukuba.ac.jp まで

「地域未来創生教育コース希望」

とご連絡ください。

在籍生によるZoom相談会の情報をお送りします。
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